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ショート託児サービスについて 

明野図書館 視聴覚室 

毎週火曜日待ってまーす(*^_^*)  

詳しくはカウンターまで 

 

 

 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：６月４日（火）  

１１：００～１２：００ 

気軽に発声練習してみませんか？ 

６月のテーマは、 

『落語』です☆ 

 

☆幼児向けおはなし会 

６月 １２日、２６日 ⇒１０：００～ 

６月 １９日 ⇒１０：３０～ 

 

 

 

場所：明野図書館 児童室 

日時：６月１日（土）・１６日（日） 

   １１：００～１１：３０ 

 

日時：６月２2日（土）１０：３０～ 

場所：明野図書館 視聴覚室 

内容： （６０分） 

（お申込不要です。無料でご覧いただけます。） 

場所：カウンター前「特集コーナー」  

テーマは   

思わぬ本との出会いがあるかも？ 場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：６月２３日（日） 

１１：００～１２：００ 

 

何を作るのかはお楽しみに！ 

申込み不要・無料です。 

 

折り紙やお絵かき 

みんなで作って、 

図書館の玄関に 

かざろうよ☆ 

まってま～す!(^^)! 

 

 

 

タイトル文字：滝平二郎 

 

≪携帯ワクワク体験≫ 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：６月２１日（金） 
   １３：００～１５：００ 

（お使いの端末をお持ち下さい） 

申込み不要・どなたでも参加できます。 

 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/

コラム No.３８２ 
 

 

 

史跡めぐり 自由民権を学ぶ古河の研修ツアー 

―加波山義挙 135 年、令和の新時代に自由民権を見つめてみましょう！― 

白石誠 

 私たち「自由民権加波山事件研究会」は発足 5 年目のまだ若い研究会であります。 

例年、他地域での自由民権の歴史を学び、研究活動に生かしていくため、バス利用の史跡めぐりを取組んで、今

回 4 回目です。=6 月 16日（日）研修地は古河市内= 

 本年の研修は、古河市と決め、事前準備を進めてきました。3 月末に、桐原・白石・古谷・塩田各氏で現地を訪問

し、その歴史を確認したところです。 

 「小久保喜七」は常陸国猿島郡新郷村、小久保藤吉・かよ子の長男として、慶応元年（1865）3月 22日に生まれ、

昭和14年（1939）12月14日74歳でなくなりました。現在は古河市中田の「鶴峯八幡宮」に胸像が祀られています。

（戦前は全身の寿像が建立） 

 「遷座記念碑」（昭和 15 年建碑）には中田の移転の歴史が刻まれ、移転者名が旧町内ごとに当時の家並みに従

って記されている貴重な記念碑とのことを事前準備で訪問した時に神職高橋氏から説明して頂きました。 

 更にその事前訪問時に、小久保の生家について、隣家にお住いの野口さんから説明を頂き、「中田文武館跡」も

確認できました。 

 小久保喜七の経歴は、明治初期から自由民権運動で活躍、加波山事件・大阪事件に関与したとして逮捕されま

すが、無罪となります。後に衆議院議員となり、加波山事件の顕彰活動を続けます。明治 43 年には「加波山事件

殉難志士表彰に関する建議案」を衆議院に提出、可決させ、25 年余の時を経て、やっと事件関係者の名誉回復が

図られます。その立役者が小久保喜七と言えます。 

 事前準備の一行は、つづいて、古河歴史博物館に移動、立石学芸員と打合せを行い、6 月 16 日の研修当日の

企画展「近代医学のさきがけ河口家の人びと」の見学と古河の自由民権運動について解説を頂くことになりまし

た。事前準備の一行は、さらに、立石氏の紹介で古河郷土史家田嶋氏と面会しました。研修日の当日は田嶋氏に

「幕末の古河藩」のお話と博物館の周辺の関係地を案内していただきます。 

 そして、もう一人の古河の自由民権の志士「舘野芳之助」についての情報がなく、困っていると事前準備一行が

田嶋氏にお話すると、田嶋氏から小堤の公園に碑があるという情報を得ることが出来ました。「自由東道」という著

作は、舘野が大阪事件に連座し、中之島の獄中で著わした書。その碑が建立されています。（平成 3年 舘野芳之

助の孫 青木ゆき建立） 

 碑の裏面には 「舘野は西洋からの輸入理論ではなく自らの実践の中で得たものを理論化し『東洋社会ニ自由ノ

真相ヲ発揚セン』としたものであった。」と記されております。 

 平和を固守した平成時代でありましたが、東日本大震災を始め、人災と思わせる自然災害が続きました。時が変

わり、「令和」と改元され、「令（うるわ）しく平和に生きる日本人の原点」を目標にすると話す中西進氏の熱い気持ち

が伝わります。 

 私たち研究会も「自由と民権」を自ら実践できるよう活動を進めていくこととします。 

6 月 16 日古河の研修会に多くの参加者をお待ち申し上げます。 

しらいし まこと／自由民権加波山事件研究会事務局長 

 


